
別紙様式１
平成16年度　事前評価実施地区一覧表

チェックリスト
整理 都道府県 事業実施主体 事業名 事業実施地区名 総便益 総費用 分析 Ⅰ　必須事項 Ⅱ　優先配慮事項
番号 結果 1 2 3 4 5 1 2

Ｂ Ｃ Ｂ／Ｃ ① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲
1 高　知 安芸森林管理署 水源森林総合整備 東川 ひがしがわ 4,208,736 841,418 5.00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ○ ○ ―
2 高　知 嶺北森林管理署 復旧治山 蕗ヶ谷山 ふきがたにやま 499,683 108,897 4.59 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ―
3
4
5

記載要領
１．治山事業、森林整備事業ごとに別葉とする。
２．事業実施主体は、事業を実施する森林管理署等の名称を記載する。
３．事業名は、治山事業にあっては、「国有林治山事業実施要領」の第３に定める事業区分を記載する。
　　森林整備事業にあっては、森林環境保全整備事業又は森林居住環境整備事業の別を記載する。
４．事業実施地区名は、運用第２の区分による。事業実施地区名には、ふりがなを付す。
５．総便益及び総費用は、千円未満四捨五入とし千円単位で記載する。
６．分析結果は、小数点以下第３位四捨五入とし小数点以下第２位まで記載する。
７．チェックリストの各項目については、評価項目を満たしている場合には「○」を、該当しない場合には「－」を記載する。事業により項目を設けていない場合は「／」を記載する。
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別紙２
整理番号 １

事 前 評 価 個 表

事業名 水源森林総合整備 事業計画期間 平成１６年度～平成２０年度

事業実施地区名 東川 事業実施主体 安芸森林管理署
（都道府県名） （高知）

事業の概要・目的 当地区は、高知県東部奈半利川上流に位置し、下流には奈半利町外３町村の
水源である魚梁瀬ダムがあることから水資源確保上重要な地域であるが、砂岩、
泥岩の互層で脆弱な地質であり、豪雨の都度,山腹斜面の崩壊により、森林の被
害、崩壊土砂の流出が発生していた。このため、崩壊地の復旧整備、森林整備等
を総合的に実施し、水土保全機能の維持、向上を図るものである。

主な事業内容 渓間工 ２５基 山腹工 １．４０ＨＡ： ：
森林整備 ４８４ＨＡ

費用対効果分析 総 費 用（Ｃ） ８４１，４１８ 千円

総 便 益（Ｂ） 水源かん養便益 ２６３，１４６ 千円

山地保全便益 千円

環境保全便益 千円

災害防止便益 ３，９４５，５９０ 千円

千円

計 ４，２０８，７３６ 千円

分析結果（Ｂ／Ｃ） ５．００

・必要性： 山腹崩壊地、渓床に堆積する不安定土砂及び森林の荒廃状況から、
放置すれば崩壊地の拡大等が懸念されることから、水土保全機能の
維持、向上のために当事業の実施が必要である。

・有効性： 当該事業の実施により、崩壊地の復旧や渓床に堆積する土砂の安定
及び荒廃森林の復旧が図られ、水土保全機能が維持、向上されること
から有効性は認められる。

・効率性： 対策工の計画に当たっては、現地に応じた最も効果的かつ効率的な
工種、工法で検討されており、また、費用以上の効果も期待できるこ
とから、効率性は認められる。



別紙２
整理番号 ２

事 前 評 価 個 表

事業名 復旧治山 事業計画期間 平成１６年度～平成１９年度

事業実施地区名 蕗ケ谷山 事業実施主体 嶺北森林管理署
（都道府県名） （高知）

事業の概要・目的 当地区は、高知市の北西部、愛媛県境付近に位置し、基岩は砂岩、泥岩より成
り非常に脆弱な地質であり、豪雨の都度、山腹斜面の崩壊により、森林の被害、
崩壊土砂の流出が発生していた。
このため、山腹脚部の固定及び渓床に不安定に堆積している土砂の流出を防止

し、保安林機能の増進を図るものである。

主な事業内容 渓間工 ４基：

費用対効果分析 総 費 用（Ｃ） １０８，８９７ 千円

総 便 益（Ｂ） 水源かん養便益 １２，２４９ 千円

山地保全便益 千円

環境保全便益 千円

災害防止便益 ４８７，４３４ 千円

千円

計 ４９９，６８３ 千円

分析結果（Ｂ／Ｃ） ４.５９

・必要性： 山腹崩壊地及び渓床に堆積する不安定土砂の状況から、放置すれば
崩壊地の拡大が懸念されることから、下流域の保全等保安林機能の発
揮のため当事業の実施が必要である。

・有効性： 当該事業の実施により、崩壊地の復旧や渓床に堆積する土砂の安定
及び荒廃森林の復旧が図られ、事業の有効性は認められる。

・効率性： 対策工の計画に当たっては、現地に応じた最も効果的かつ効率的な
工種、工法で検討されており、また、費用以上の効果も期待できるこ
とから、効率性は認められる。



様式１

整理番号 1

事 業 名　：
施行箇所 ： （単位：千円）

中　区　分 　 評価額　Ｂ
（千円）

水源かん養便益  洪水防止便益 a-1 6,042

a-2 125,779

流域貯水便益 b-1 2,372

b-2 49,393

水質浄化便益 c-1 3,646

c-2 75,914

山地保全便益 土砂流出防止便益 d-1 5,780 5,780 ＋ 120,328 ＋ 73 ＝

d-2 120,328 126,181 <

土砂崩壊防止便益 e 73 →

環境保全便益          炭素固定便益 f 0

酸素供給便益 g 0

気候緩和便益 h 0

騒音軽減便益 i 0

飛砂軽減便益 j 0

風害軽減便益 k 0

大気浄化便益 l

霧害軽減便益 m 0

火災防備便益 n 0

漁場保全便益 o

生物多様性の保全便益 p

保健休養便益 q 0

災害防止便益 山地災害防止便益 r-1 3,945,590 適用

なだれ災害防止便 r-2 0

潮害軽減便益 r-3 0

海岸侵食防止便益 r-4 0

便　益　合　計     （Ｂ） 4,208,736

事 業 費  （Ｃ） 841,418 千円

4,208,736

841,418

治山事業費用対効果集計表
都道府県名：

3,945,590

適用しない

水源森林総合整備
東川

備　　　　考

高知

大　区　分

費用対効果分析
Ｂ÷Ｃ 5.00＝ ＝



様式１

整理番号 2

事 業 名　：
施行箇所 ： （単位：千円）

中　区　分 　 評価額　Ｂ
（千円）

水源かん養便益  洪水防止便益 a-1 0

a-2 6,076

流域貯水便益 b-1 0

b-2 2,433

水質浄化便益 c-1 0

c-2 3,740

山地保全便益 土砂流出防止便益 d-1 0 0 ＋ 7,220 ＋ 0 ＝

d-2 7,220 7,220 <

土砂崩壊防止便益 e 0 →

環境保全便益          炭素固定便益 f 0

酸素供給便益 g 0

気候緩和便益 h 0

騒音軽減便益 i 0

飛砂軽減便益 j 0

風害軽減便益 k 0

大気浄化便益 l

霧害軽減便益 m 0

火災防備便益 n 0

漁場保全便益 o

生物多様性の保全便益 p

保健休養便益 q 0

災害防止便益 山地災害防止便益 r-1 487,434 適用

なだれ災害防止便 r-2 0

潮害軽減便益 r-3 0

海岸侵食防止便益 r-4 0

便　益　合　計     （Ｂ） 499,683

事 業 費  （Ｃ） 108,897 千円

499,683

108,897

大　区　分

費用対効果分析
Ｂ÷Ｃ 4.59＝ ＝

治山事業費用対効果集計表
都道府県名：

487,434

適用しない

復旧治山      
蕗ケ谷山

備　　　　考

高知
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